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福岡市保健福祉局 

市政記者各位 

｢福岡オレンジパートナーズ｣と｢オレンジ人材バンク｣を設立！ 
～ 認知症フレンドリーシティ・プロジェクトの新しいチャレンジ ～ 

 

福岡市では、「認知症の人が住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らせるまち」を目指し、

「ユマニチュード」の普及促進や「認知症の人にもやさしいデザインの手引き」の策定など、認

知症フレンドリーシティ・プロジェクトに取り組んでいます。 

この度、認知症の人の「支援」からステップアップし、認知症の人がいきいきと「活躍」でき

る環境づくりを進めるための新たなチャレンジとして、別紙のとおり、産学官民オール福岡で構

成する「福岡オレンジパートナーズ」を設立するとともに、認知症の人と企業・団体が円滑に連

携していくため、日本初、認知症の人だけが参加できる「オレンジ人材バンク」を設立します。 

 今後は、参加企業による勉強会などを通して、企業の認知症の人たちへの理解促進を深めると

ともに認知症の人が企業に意見を提供できる仕組みづくりを行います。広く周知していただきま

すようよろしくお願いいたします。 

 

『福岡 100』Press Release 

 

【お問い合わせ先】 

福岡市保健福祉局認知症支援課 笠井、久本 

電○話：092-711-4891（内線 2１０７） 

ＦＡＸ：092-733-5587 



認知症フレンドリーシティ・プロジェクトの現状と課題
〇認知症の人や介護者への支援施策の取り組みは順調

福岡オレンジパートナーズ（福岡市版DAA）とは

福岡オレンジパートナーズにおける相互連携の強化

今後のスケジュール
Ｒ３年６月 第１回NEXTミーティング（参加企業・団体の勉強会）実施

〇認知症の人や介護者が住み慣れた地域で自分らしく安心して暮らすためには、社会参加できる場、
活躍できる場が必要

これまでの取組みをさらに加速し、認知症の人の「支援」から「活躍」へのステップアップを図るた
めに、産学官民オール福岡で構成する「福岡オレンジパートナーズ」を設立する。

〇認知症について、企業等が自主的に「知る」「考える」「つながる」「行動する」ためのコンソー
シアム。参加者が認知症を理解し、認知症にフレンドリーなサービス等を提供することが非常に有益
であることを共有し、その創出につなげ、認知症にやさしいまちづくりを推進する。

〇平成30年度よりプレ勉強会「NEXTミーティング」を８回実施。これまで約90の企業、団体等の中
核事業の責任者や担当者が参加している。
〇その企業の中で、認知症の人とともに商品開発を行った事例や従業員として働く事例が生まれてお
り、福岡オレンジパートナーズでは、このような取り組みを一層推進していくため、相互の連携を強
化していく。

そこで、福岡オレンジパートナーズにおける認知症の人と企業・団体と双方向の関係性を強化するべ
く、認知症の人の活躍をサポートする「オレンジ人材バンク」を設立する。

〇　年間６回程度　NEXTミーティングを実施
〇　企業・団体の取り組みを支援

【目指す成果】
●認知症フレンドリーなサービス，商品の開発
●認知症の人，介護者が活躍できる場の創出等
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【具体的な取り組み】
●認知症に関する勉強会の実施
●企業と認知症の人等とのミーティング
●企業ネットワーク構築の場の設定
●各企業取組の支援 等

福岡市版DAA「福岡オレンジパートナーズ」設立について

日本初！

政令市初！



【オレンジ人材バンクの役割】

◆企業が当事者の声を聞く「この商品どう？」
企業が認知症の人の声を取り入れた商品開発を行うためのモニター制度

◆当事者が企業へ声を届ける「こんなのあったらいいな」

◆当事者の生活や困りごとなどを知る「当事者の話が聞きたい」
講演などを通して、企業などが認知症の人の話を実際に聞く機会の創出　　

◆当事者が企業で就労する「認知症になっても働きたい」
認知症の人が企業と雇用契約を結んで、定期的に働き社会で活躍する機会の創出

【事業イメージ】

福岡オレンジパートナーズ参加とオレンジ人材バンク登録についてお問い合わせ先
福岡市保健福祉局認知症支援課 電　話：092-711-4891

認知症の人が自分らしく暮らしやすい社会環境実現のために意見やアイデアを発し、社会への参加
や活躍ができる機会の創出

認知症の人と企業が双方向で関わりを持ち、商品開発などを行うことで、共に暮らせる共生社会を構
築するとともに、認知症の進行を遅らせ、長く自分らしく活躍することにつなげる。

「オレンジ人材バンク」設立について
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謝礼の支払い（金銭・自社製品等）

認知症にやさしい商品・サービスの開発

認知症の人の活躍の場の創出

日本
初！



 

 
 福岡市は、認知症の人が増加していくことが見込まれる中、「福岡１００」のリーディ
ング事業として、認知症施策全体を「認知症フレンドリーシティ・プロジェクト」と総称
し、認知症とともに住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らせるまちづくりをオール福
岡で推進しています。 
 平成 29年度にプロジェクトを開始し、これまで、認知症コミュニケーション・ケア技
法「ユマニチュード」の普及や「認知症の人にもやさしいデザインの手引き」の策定な
ど、認知症の人や介護者の方に向けた様々な支援に取り組んできました。 
 今後、認知症とともに生きる「共生」を推進するためには、現在の取り組みをさらに加
速させるとともに、産学官民の様々な団体と連携しながら、認知症の人が活躍する場の創
出を図るなど、これまでの「支援」から「活躍」へのステップアップを図っていくことが
重要となっています。 
 

※参考：認知症の人の状況 
・2019年＝全国で約 630万人 (小学生の数と同規模) 
・2025年＝全国で約 730万人（高齢者の５人に１人は認知症と推計される） 
 

 

■「認知症フレンドリーシティ・プロジェクト」の展開 
 
 

 

  
   

 
 

                           
 
 

 

 

 
【参考】「認知症フレンドリーシティ・プロジェクト」について 

 

【取り組みの内容】 
 ◆ ユマニチュードの普及促進（平成 29年度～）    
 ◆ 「認知症の人にもやさしいデザイン」ガイドラインの策定（令和２年３月） 
 ◆ ICTの活用による認知症の早期発見（平成 30年度～） 
 ◆ 認知症カフェの開設促進（平成 30年度～補助事業開始）  
 ◆ 認知症本人のピアサポート活動支援（令和元年度～） 
 ◆ 認知症サポートチーム（認知症初期集中支援チーム）の設置（平成 29年度～）など 

これから＝認知症の人の「活躍」 

これまで＝認知症の人の「支援」 

【取り組みの内容】 
 ◆「オレンジアクティブ」（認知症の人の活躍の場づくり）の展開（令和２年度～） 
◆「福岡オレンジパートナーズ」の創設（令和３年６月） など 



 
 

１ 株式会社 宮脇書店 様 
 〇宮脇書店アイランドアイ店において「オレンジアクティブ」（認知症の人の活躍の場づくり） 

を先行実施。令和２年１０月より、月１回のペースで認知症の人が働いている。 
 

 

 
 

 

２ 株式会社 ニチリウ永瀬 様 
 〇園芸資材卸販売、飼肥料原料販売等の専門商社である「株式会社ニチリウ永瀬」が、認知症と

園芸の親和性を見出し、医療法人や他のデザイン会社との共創で生み出した園芸グッズ。 
 

３ ヘルスケアリンク株式会社 様 
〇看護小規模多機能型居宅介護「香風館」に「認知症の人にもやさしいデザインの手引き」の考

え方を導入。令和３年４月オープン。 

 
 

 

 

 

 
 

４ 独立行政法人 UR都市機構 様 
〇ＵＲ賃貸住宅の自治会や民生委員の方、ＵＲ現場スタッフ向けにユマニチュード講座を実施。 

〇ＵＲ賃貸住宅の一部の集会所や管理サービス事務所の改修において、既に取り組んでいるユニ

バーサルデザインに加え、「認知症の人にもやさしいデザインの手引き」の考えを取り入れる方

向で検討を進めている。 
 

 

【施設を利用している認知症の方の様子】 
・自分からトイレに行くことがなかった方が、自分からトイレに行かれるようになりました。サインや
周囲とのコントラストにより場所や目的を理解されたのだと思います。 

【介護施設スタッフの感想】 
・コントラストをつけているので、わかりやすく介助しやすい。 
・ドアの色分けによって、利用者に場所を説明しやすい。 

【利用者のご家族のコメント】 
・数年ぶりに自分の仕事を再開できました。 

【参考】 企業における「認知症フレンドリー」な取組事例 

 

【働いている認知症の方のコメント】 
・（１回目のお仕事を終えて）大変緊張したが疲れはない。夢のようなこと。私は生まれ変わりました。 
・（３回目のお仕事を終えて）お仕事が楽しみで仕方がありません。生活に張りが出ています。 

【宮脇書店の方のコメント】   
・（これまでを振り返り）正直はじめは心配していましたが，パートナーの方もついてくださるので、 
スタッフも今では安心して一緒に仕事をしています。ご本人の明るく素敵な笑顔によって書店の雰囲気
も明るくなりました。 



㈱サムライト

㈱翔薬

医療法人すずらん会

㈱ふくおかフィナンシャルグループ

㈱ツクイホールディングス

クロスログ㈱

㈱NTTドコモ九州支社

（独法)都市再生機構(UR)

有限責任監査法人トーマツ

㈱日本総合研究所

㈱ニチリウ永瀬

西日本鉄道㈱

㈱DFCパートナーズ

西部ガスカスタマーサービス㈱

「福岡オレンジパートナーズ」主な参画企業・団体一覧

企業・団体名（五十音順）

西部ガス設備工業㈱

㈱エクサウィザーズ

エーザイ㈱

㈱オールアバウト

NPO法人アートマネージメントセンター福岡

うたせ認知症を考える会

㈱メディヴァ

福岡福祉向上委員会

㈱プラッツ

ヘルスケアリンク㈱

㈱ミズ

三井住友フィナンシャルグループ

㈱宮脇書店アイランドアイ店

㈱ミライロ

㈱スタディオパラディソ

正興ITソリューション㈱

医療法人社団誠仁会

（一社）セーフティネットリンケージ

JLL(ジョーンズラングラサール㈱)

SOMPOケア㈱

第一交通産業㈱

㈱タカラ薬局

ラボラトリオ㈱

福岡市

その他

約70社・団体

社会福祉法人多々良福祉会

Hyuga　Pharmacy㈱

社会医療法人原土井病院

㈱野村総合研究所

認知症の人と家族の会

（一社）日本ユマニチュード学会

㈱やずや

㈱URリンケージ

㈱Zero-Ten(ゼロテン)

総合メディカル㈱

㈱オールアバウトライフワークス

九州電力㈱

㈱QTミディア

西部ガス㈱
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